
グラフ凡例

当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

経営比較分析表（令和元年度決算）
北海道　伊達市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

444.21 76.31 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2)

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 33,896

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経営の健全性を表す「①経常収支比率」や、短期的な
債務に対する支払能力を表す「③流動比率」は類似他団
体と比べ、いずれも平均を上回る水準を維持しており、
累積欠損金も発生しておりません。
　今後は、人口減少に伴い給水収益の緩やかな減少が見
込まれているものの同程度の比率で推移するものと見込
まれます。
　また、「④企業債残高対給水収益比率」についても、
施設等の投資財源である企業債残高が微増してはいます
が低く抑えられており、伊達市水道事業における経営の
健全性が確保されている現状を読み取ることができま
す。
　一方、効率性を表す各指標では、給水に必要な費用を
料金収益で賄えており（「⑤料金回収率」）、有収水量
１㎥あたりの費用である「⑥給水原価」はやや上昇傾向
にあるものの、類似団体と比べて低い値となっており、
適正な規模の施設で効率良く利用していることを表す
（「⑦施設利用率」）も増加傾向にあることから、効率
的な運用が読み取れます。
　しかし、総配水量に対する有収水量の割合を表す「⑧
有収率」の値が類似団体平均よりは高いものの、全国平
均より低く、減少傾向にあるため、漏水対策等が課題で
あることがわかります。

2. 老朽化の状況について

　配水管や施設等の減価償却（老朽化）の度合を示す
「①有形固定資産減価償却率」は、類似他団体と比べや
や低い値を維持してはいますが、年々上昇しており、全
国的な問題である「インフラの老朽化」が進んでいるこ
とがわかります。
　また、法定耐用年数を超過した配水管等の割合を示す
「②管路経年化率」は類似団体と比べて、同程度まで上
昇しており、年度毎の更新管路延長割合を示す「③管路
更新率」はやや上昇してはいるものの、管路の老朽化が
進んでいることが読み取れます。
　今後につきましては、更新等が必要な管路や施設が多
くあるため、策定済みの経営戦略に基づき目標設定耐用
年数を基準として計画的な更新を継続していくこととし
ています。

2. 老朽化の状況

－

- 88.18 88.79 2,926 29,029 49.30 588.82 【】

全体総括

　伊達市水道事業は、主として大口利用者の存在によっ
て類似他団体に比べ健全で効率性の高い経営を維持して
います。
　しかし、管路や施設の老朽化、給水人口の減少などの
全国的な問題に直面していることは変わりなく、大口利
用者の需要の減少も大いに考えられます。
　このため、「水道ビジョン」や「経営戦略」にある将
来の事業計画や投資財政計画等に基づき、更なる経営の
健全化に取り組んでいきます。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)



グラフ凡例

当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

経営比較分析表（令和元年度決算）
北海道　伊達市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

法適用 水道事業 簡易水道事業 C4 非設置 33,896 444.21 76.31 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2) －

186.68 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　「①経常収支比率」は100％、「②累積欠損金比率」
は発生していませんが、収益には一般会計繰入金を含ん
でいることから、経営の健全化を確保できる料金収入の
確保と一層の経営効率化が必要となっています。
　「③流動比率」は類似団体と比べ大きく下回っていま
すが、流動負債に含まれる企業債の償還額は令和６年度
をピークに減少傾向となることから、将来的には上昇し
ていく見込みとなっています。
　「④企業債残高対給水収益比率」は、企業債残高の減
少により全国平均や類似団体を下回っており、令和５年
度までは借入予定もなく減少していく見込みとなってい
ます。
　「⑤料金回収率」は、上昇したものの全国平均を下
回っており、料金収入の確保と一層の経営効率化が必要
な状況となっています。
　「⑥給水原価」は、年間総有収水量の増加等から減少
したものの全国平均を上回っており、経費の削減等によ
る経営改善が必要な状況となっています。
　「⑦施設利用率」は、全国平均や類似団体を上回って
いますが、繁忙期とそれ以外の期間の水需要の差が大き
いことから、施設利用率の上昇は難しく、今後も同水準
で推移するものと見込んでいます。
　「⑧有収率」は、昨年度の漏水の解消により上昇しま
したが、今後は残留塩素対策や凍結防止対策などの事業
運営上の政策的な影響から同水準で推移するものと見込
んでいます。

- 55.81 83.14 2,926 799 4.28

2. 老朽化の状況について

　「①有形固定資産減価償却率」及び「②管路経年化
率」は、法定耐用年数を迎える施設や管路の増加に伴い
上昇傾向となっています。
　これらの資産につきましては、策定済みの経営戦略の
中で、目標設定耐用年数を基準として計画的に施設の更
新・改修を進めることとしています。
　また、「③管路更新率」は、0％となっていますが、
経営戦略の中では補修による延命化を図り、令和12年度
以降に計画的に更新を行う予定となっています。

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和元年度決算は法適後2回目の決算となりました
が、料金収入の増加や維持管理経費の削減により若干の
経営状況の改善が見られました。
　しかし、一般会計からの繰入金を要する状況に変わり
はなく、今後見込まれる給水人口の減少等による給水収
益の減少や、施設の老朽化等による多額の更新費用が見
込まれることから、水道ビジョン、経営戦略等を踏ま
え、効率的な運営、計画的な施設の更新に取り組み、経
営の健全化、経営基盤の強化を図っていきます。
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⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)



グラフ凡例

当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

北海道　伊達市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報

経営比較分析表（令和元年度決算）

人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

法適用 下水道事業 公共下水道 Cc1 非設置 33,896 444.21 76.31 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2)

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

 本表は市街化区域の下水道事業に係る経営状況を表し
たものですが、本市では公共下水道事業と特定環境保全
公共下水道事業を一体的に行っており、事業ごとの視点
では経営していません。
　①経常収支比率は100％となっておりますが、一般会
計繰入金により収支不足を補填している状況です。
　③流動比率は、類似団体と比較して低い値となってお
り、流動負債の企業債償還金額が大きいことに起因して
います。今後は徐々に企業債償還金額が減少していくこ
とから、改善する見込みです。
　④企業債残高対事業規模比率については、類似団体と
比較して低い値となっております。管渠や処理施設の新
設については概ね終了し、今後は更新事業が主になって
いくことから、さらに減少していく見込みです。
　⑤経費回収率については前回比で減少しており、使用
料収入の確保に努めます。
　⑥汚水処理原価については、年間有収水量の急激な増
加は見込めないため、引き続き汚水処理費の抑制に努め
ます。
　⑦施設利用率については、前回比で微減しています
が、類似団体と同程度の数値にあります。令和２年度に
有珠終末処理場の廃止を予定しており、さらなる利用率
の上昇が期待されます。
　⑧水洗化率については、整備が概ね終了したため大き
な上昇は見込めません。引き続き未水洗化家屋に対し、
水洗化促進を進めてまいります。

2. 老朽化の状況について

　①有形固定資産減価償却率については、公営企業法適
用２年目であるため類似団体よりも低い値となっており
ます。公共下水道事業は、昭和60年から供用開始してお
り、終末処理場等の機械設備の更新時期を迎えていま
す。そのため、引き続き計画的な更新を行います。
　管渠については、法定耐用年数を超えた管渠はありま
せん。

2. 老朽化の状況

－

- 58.35 77.22 94.00 4,768 25,989 7.51 3,460.59 【】

全体総括

　単年度収支において黒字となっていますが、一般会計
からの繰入金により赤字補填している状況であり、引き
続き維持管理費の削減を行いつつ、経営の健全化、繰入
金の縮減に努めます。
　老朽化した下水道施設の修繕及び改築更新について
は、令和２年度に策定した、伊達市下水道ビジョンをも
とに投資の平準化を図りながら、計画的かつ効率的に実
施し、安定した事業運営を目指します。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)



グラフ凡例

当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
北海道　伊達市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D1 非設置 33,896 444.21 76.31 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

　本表は市街化調整区域と大滝区の下水道事業に係る経
営状況を表したものですが、本市では特定環境保全公共
下水道事業と公共下水道事業を一体的に行っており、事
業ごとの視点では経営していません。
 ①経常収支比率は100％となっておりますが、一般会計
繰入金により収支不足を補填している状況です。
　③流動比率は、類似団体と比較して低い値となってお
り、流動負債の企業債償還金額が大きいことに起因して
います。今後は徐々に企業債償還金額が減少していくこ
とから、改善する見込みです。
　④企業債残高対事業規模比率については、類似団体と
同程度の数値となっております。管渠や処理施設の新設
については概ね終了し、今後は更新事業が主になってい
くことから、さらに減少していく見込みです。
　⑤経費回収率及び⑥汚水処理原価については、分流式
下水道等に要する経費の増により、汚水処理費が減少し
たため、大きく改善されています。年間有収水量の急激
な増加は見込めないため、引き続き汚水処理費の縮減に
努めます。
　⑦施設利用率については、前回と同程度の値であり、
類似団体と比較しても高い数値にあります。
　⑧水洗化率については、整備が概ね終了したため大き
な上昇は見込めません。引き続き未水洗化家屋に対し、
水洗化促進を進めてまいります。

2. 老朽化の状況について

　①有形固定資産減価償却率については、公営企業法適
用２年目であるため類似団体よりも低い値となっており
ます。終末処理場等の機械設備の更新時期を迎えてお
り、引き続き計画的な更新を行います。
　管渠については、法定耐用年数を超えた管渠はありま
せん。

2. 老朽化の状況

全体総括

　単年度収支において黒字となっていますが、一般会計
からの繰入金により赤字補填している状況であり、引き
続き維持管理費の削減を行いつつ、経営の健全化、繰入
金の縮減に努めます。
　老朽化した下水道施設の修繕及び改築更新について
は、令和２年度に策定した、伊達市下水道ビジョンをも
とに投資の平準化を図りながら、計画的かつ効率的に実
施し、安定した事業運営を目指します。

2.24 1,586.16 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 68.20 10.56 87.89 4,768 3,553

0.00

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 0.06 0.04

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 100.09 100.00

平均値 - - - 102.95 103.34

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 3.15 6.43

平均値 - - - 26.56 27.82

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 27.02 29.74

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 20.72 14.75

平均値 - - - 60.67 53.44

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 1,475.25 1,308.66

平均値 - - - 1,252.71 1,267.39

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 57.23 93.81

平均値 - - - 87.03 84.30

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 339.10 220.85

平均値 - - - 177.02 185.47

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 55.13 54.62

平均値 - - - 46.17 45.68

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 73.48 74.61

平均値 - - - 87.84 87.96
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